
自動車リサイクル法

練習用システムの御紹介

背景
目的

対象

内容

状況

今後の
利用促進

立ち上がり前に電子マニフェストを模擬したシステムで練習して頂き、
スムーズに本番へ移行できる様にする。

・資金管理・電子マニフェストシステムの入力操作を体験し、
・料金預託・移動報告の手順を習得

そのために

※パソコン初心者の方でも分かりやすいシステムとすることにも配慮。

車検時リサイクル料金預託

‘０４年１０月１日以降、自動車リサイクルシステムへの事業者登録が完了し、
登録完了通知書が送付された方からお使い頂くことが可能。

以下の何れかの業務を行なう関連事業者の方。

破砕業解体業フロン類回収業引取業

インターネット
に接続

‘０４年１１月２日現在
利用業者数：３４５４業者 アクセス数：８６５６回
（スターターキット発送数（１０月３１日までの発送） ：２８，４９２件）

以下の方策により利用の促進を働きかけて行く。
ＥＸ． Ａ．「秋の説明会」（整備振興会・自販連、中古車業者、解体業者向け等）にて活用のＰＲ

Ｂ．自動車リサイクルシステムホームページにてＰＲ

◆ナレーションで手順を説明
◆スムーズに練習が行えるよう、
自動で入力される項目（黄色いフキダシ）と
自ら操作する項目（青いフキダシ）の双方が存在。
→指示通りに操作する事で電子マニフェスト
システムを利用した事業者実務の習得が可能！
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概要解説

自動車リサイクル法では電子マニフェストシステムにて
関連事業者の方々に引取・引渡報告を行って頂く事になるが、
来年１月１日以降、円滑に報告実務を行って頂けるよう、

事前に入力作業の練習を行うための「「練習練習用用システムシステム」」を用意。

（財）自動車リサイクル促進センター


